














































経済産業省は、「電動かつ垂直離着陸（eVTOL=electric vertical takeoff and landing）のもの」と
定義している。ドローンでよく用いられるもので、この定義では地上を走れなくてもよい。実現す
れば世界を変えるだけのインパクトがあり、そのメリットは大きいと思われる。大都市内交通、医
療、観光、災害救助、地方都市間交通、離島・僻地交通、レジャー等に適用され、ヘリコプターと
比較すれば狭い場所に降りることが出来、購入・運用コストも抑えることができるのである。盆暮
の里帰り、Uターンラッシュも解消されるかもしれない。但し、プライバシーの保護（上空から実
生活を覗かれたくない）、騒音問題、交通規制、安全性の確保を高める、法規制等クリアーしなけ
ればならない点は残る。
４．働き方改革
　日本的雇用慣行の歪み拡大是正の為にも、少子化促進を止める為にも、男性を含めた働き方の見
直しが必要となるであろう。改革は徐々に社会に浸透していくであろうが、男性が家庭で過ごす時
間を持ち、女性が働きやすくなるには未だ時日を要するもかもしれない。正社員と非正社員の格差
縮小もどの程度実現するのか。何れにしても社会は変わっていくであろう。
　depressionとbacklashの平成の30年が過ぎ、可能性と危うさが同居するネット言論が勃興して
いる令和は様々な社会問題を積み残したまま、平成生まれが社会を担い、失敗と成功を繰り返しな
がら成長していくしかないのであろう。
　当学会も、近年、従来の「個別研究発表の場」に加え「学際的研究発表の場」を設けたが、改革
途上の問題も多くある。大学の持つアカデミックな知の発信機関として、brain stormingの場とし
て、まだまだやりようがあるような気もする。幸いにも当学会のメンバーは専修に縁のある学外研
究者で、他大学等で「専修」の看板を背負いながら、常に他流試合をし鍛えられた兵どもである。
予測困難な時代にあっても、学会の果たすべき役割、使命等について大いに議論し、意見交換を
し、不断の改革を怠らぬものと信じている。
　いつまでも輝いていられる組織であることを祈って筆を置くこととする。
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